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課題の整理と
支援ニーズの言語化
［ワークショップ］
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このワークショップの概要

1

目的

目標

ボランティア・プロボノ支援者との
マッチングの実現可能性を高めることで
休眠預金活用事業の出口戦略を推進する

実行団体の課題を整理し
支援者への要望・ニーズを

具体化・言語化する
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ボランティア・プロボノに
何を手伝ってもらいたいか

イメージが湧いた

NPO・地域団体

とにかく課題がたくさん！
どこから手を付ければ
いいのか分からない！

2
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本日は・・・

課題の共有は

この場限りで

お願いします

いろいろな見方・考え方

まずは

尊重して受け止めます

小さな課題、大きな課題

まずは

どんどん出しましょう

解決の方向性を

考えてみる

ポジティブな場です

3



©Service Grant Japan.

ワークショップの流れ

4

① 課題の棚卸・整理

② 解決策の検討

③支援ニーズの言語化

●課題の棚卸・整理
●中長期的目標の確認
●課題の整理・絞り込み

●課題の解決策の検討
●解決策の絞り込みと具体化

●希望する支援内容の設定
●支援者へのメッセージの検討
●外部視点からの改善

15分

10分

10分

15分

20分
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ワーク①課題の棚卸・整理

ステップ①-1 課題の棚卸

いま団体として、困っていること・解決したいことを、

思い浮かぶままに、書き出してみてください。

（付箋１枚に、１つずつ）

〇〇が
少ない

〇〇が
足りない

〇〇が
多過ぎる

〇〇が
不安

〇〇が
できない

○○の
解決策が

見つからない
・・ ・・

記入例：
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このワークの進め方・ワークシートの使い方

 休眠預金活用事業に関連の高い課題から考えてください

 付箋1枚につき1件ずつ記入します

 記入者のお名前を明記します

 遠慮や忖度は不要です

 Jamboardへの記入が難しい参加者には、他の人が代理
で記入するなど、サポートをお願いします

※ シート上にある「重要度」「自分たちで解決したい／解
決が難しい」は考慮せず、まずは思い浮かぶままに自由に
意見を出し合っていきましょう。

ワーク①課題の棚卸・整理
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ステップ①-2 中長期的な目標の確認

ワーク①課題の棚卸・整理

7

3～5年後の将来、団体が実現を目指す「成果」について

書き出してください。

・○年後に○○○○○を○○人にする
・○○○率を○○％削減を目指す

付箋は
使いません
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ワーク①課題の棚卸・整理

8

このワークの進め方・ワークシートの使い方

 休眠預金活用事業申請時の内容を参考にしてください

 団体内で意見の取りまとめをお願いします

 時期や人数等の具体的な情報を盛り込んでください

 1～3項目程度を目安にお願いします

 ワークシートに直接記入します
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ステップ①-3 課題の整理

「中長期的な目標」に照らし合わせながら、書き出した
付箋を、「重要度」と「自分たちで解決したいかどうか
」により分類してみましょう。

D

B

・・・・・

B

・・・・・

A

・・・・・

D

・・・・・

A

・・・・・

C

・・・・・

C

・・・・・

重要度：高

重要度：低

自分たちでは
解決が難しい

自分たちで
解決したい

ワーク①課題の棚卸・整理
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ワーク①課題の棚卸・整理
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このワークの進め方・ワークシートの使い方

 「中長期的な目標」を基準に検討を進めます

 重要度の高低や自分たちで解決したいかどうかを検討す
る際は、参加者どうしの活発な議論をお願いします

 新たに課題が出てきたときは、付箋を追加してください
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ステップ①-4 検討課題の絞り込み

本日このあと検討を深めていく対象課題を絞り込みます。

11

ワーク①課題の棚卸・整理

D

B

・・・・・

B

・・・・・

A

・・・・・

D

・・・・・

A

・・・・・

C

・・・・・

C

・・・・・

重要度：高

重要度：低

自分たちでは
解決が難しい

自分たちで
解決したい
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B

・・・・・

検討対象とした課題について、解決策の選択肢として考
えられるものをできる限り書き出してみてください。

ワーク②解決策の検討

解決策②

・・・・・

解決策①

・・・・・

解決策③

・・・・・

12

ステップ②-1 課題の解決策の検討
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課題と解決策
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団体の課題 解決策の選択肢

企業から
資金的支援を得たい！

企業に
飛び込み営業する

企業向け
営業資料を作る

企業向け
ボランティア参加
案内チラシを作る

企業向け
ボランティア参加
メニューを考える

ホームページ用に
企業向け記事を

作成する

企業向け
セミナー等を
企画する
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ワーク②解決策の検討

14

このワークの進め方・ワークシートの使い方

 1つの課題につき1枚のワークシートを使用します

 自由な雰囲気での議論が可能性を広げ、いいアイデアを
生み出します
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ワーク②解決策の検討

15

解決策の選択肢の中から成果が大きそうなものを選び

求めるイメージを具体化・言語化していきます。

ステップ②-2 解決策の絞り込みと具体化

新しい
参加者が
集まらない

チラシを
つくる

近隣に
声をかける

イベントを
企画する

町内の
掲示板に
ポスターを

貼る

A4
3つ折り
サイズ

町内の
地図を
入れたい

更新
しやすい

年間の
主な行事
を掲載
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団体には「当たり前」でも、支援者が知らないことも

団体が当たり前のように捉えていることも、ふだんはNPO・地域団体と
接点のない支援者には伝わらない可能性があります。

できるだけ言葉にして伝えることで、支援する側にとっては具体的な支
援のイメージが湧きやすくなります。

５W１Hで整理して伝える

（例）

・誰を対象したもの？

・いつ実施する？ いつまでに完了？

・成果物はどこで提供する？

・どんな大きさ・サイズ？

・どんな中身があると良い？

・回数や頻度は？
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ワーク②解決策の検討

17

解決策のイメージを外側に貼り出していきます。

ステップ②-2 解決策の絞り込みと具体化

課題

解決策

具体
化

具体
化

具体
化

具体
化
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希望する支援内容（タイトル）について

25文字以内を目安に、短く簡潔な表現を考えましょう。

ワーク③ 支援ニーズの言語化

中長期的な活動目標（ステップ①-2の内容をコピー）
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

18

希望する支援内容
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

ステップ③-1 「希望する支援内容」の設定

こんな人に
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支援者募集の記事を見た人に向けて

応募を呼びかけるようなメッセージを考えます。

ワーク③ 支援ニーズの言語化

中長期的な活動目標（ステップ①-2）
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

19

希望する支援内容
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

こんな人に
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

ステップ③-2 「支援者へのメッセージ」の検討
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支援ニーズをじっくり眺め、新規参加者など外部の視点を
想像し、知りたいこと・不安なこと、等を書き出します。

ワーク③ 支援ニーズの言語化

どの程度の
経験が
必要？

本当に
3ヵ月で
終わる？

どんな
品質を
期待？

夜や
土日でも
大丈夫？

○○って
どういう
意味？

どんな人が
やって
いるの？

記入例：
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ステップ③-3 外部視点からの改善
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外部視点からの不安や疑問を解消し、前向きに考えても
らえるような伝え方・説明方法を考えていきます。

ワーク③ 支援ニーズの言語化

どの程度の
経験が
必要？

本当に
3ヵ月で
終わる？

デザインの
経験は不要
Officeが

使えればOK

3回程度の
ミーティング

を想定

どんな人が
やって
いるの？

企業勤めの
○歳代も
多く参加

21

目標が
はっきり
しない

「○年後に
○○人」の
目標を明記

ステップ③-3 外部視点からの改善
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ワーク③ 支援ニーズの言語化

22

このワークの進め方・ワークシートの使い方

 「団体の人」と「外部の視点から質問する人」の役割を
決め、ロールプレイに挑戦します

 あえて厳しめのコメント・無理解な質問等を繰り出して
みることで、結果的に、多くの人が見て分かりやすい発
信内容へのブラッシュアップにつながります

 「ポジティブに伝えるとしたら？」(訴求点の言語化)
「ネガティブを解消するためには？」(阻害要因の解消)
の両面から、検討を進めてみましょう
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【必須】2/1講座 ～ 3/7マッチング会 までの流れ

23

期限 実行団体 資金分配団体 JANPIA・SG

2月10日
(金)

プロジェクト登録
フォーム（下書き用）
Wordファイル

参考：本日のワーク内容

コーディネーター登録
GRANT上のフォーム

参考：基礎講座資料 38ページ
活用ガイドブック 15-17ページ

● 必要に応じて、修正
や改善コメントをご提
案します
● 支援ニーズ一覧を作
成し参加企業向けに事
前に提供します

2月15日（水）13:30-15:00 オンラインサポート会

2月17日
(金)

団体登録
GRANT上のフォーム

※ 登録用URLを個別にご案
内するまで団体登録は行わな
いでください。

［実行団体の団体登録後］

団体登録内容の確認・許可
GRANT上のコーディネーター
管理画面

参考：基礎講座資料 42ページ

● 団体登録用のURLを
ご連絡します(2月13日
頃)

● 団体登録の進捗状況
を確認します

2月24日
(金)

プロジェクト登録
GRANTにログイン後
「プロジェクト管理」

参考：基礎講座資料 44ペー
ジ

［実行団体のプロジェクト登録後］

プロジェクト登録内容の
確認
GRANT上のコーディネー
ター管理画面

※「公開許可する」は押さない
でください。

参考：基礎講座資料 49ページ

● プロジェクト登録の
進捗状況を確認します
● 「限定公開」を設定
し、経団連企業関係者
のみに公開を行います
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実行団体の皆さま：プロジェクト登録フォーム作成のお願い

24

「プロジェクト登録フォーム（下書き用）」に支援ニーズ
を発信する記事をまとめ、Wordにて提出をお願いします。
記載内容の一部を一覧化し、マッチング会の事前に企業に
共有します。

【提出先】JANPIA企業連携担当

partner@janpia.or.jp
【締切】2月10日（金）
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【参考】「ＧＲＡＮＴ」使い方ガイド

団体登録やプロジェクト登録の方法について、具体的かつ詳しくご紹介したオンライン
ガイドがあります。こちらを開きながら作業を進めていただくことをおすすめします。

https://note.com/grant_usersguide/m/mad09be23fd10

25

https://note.com/grant_usersguide/m/mad09be23fd10
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資金分配団体のみなさま：コーディネーター登録のお願い

26

https://grant.community/coordinators/new

「ＧＲＡＮＴ」上から「コーディネーター登録」をお願い
します。 ※2月10日（金）締切

https://grant.community/coordinators/new
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【参考】コーディネーター活用ガイドブック

27

資金分配団体の皆さまに、コーディネーターの役割や操作方法等につ
いて記載したガイドブックをお渡しします。

https://grant.community/public_files/25

※コーディネーター登録については、15-17ページに記載

https://grant.community/public_files/25
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【任意参加】GRANTオンラインサポート会

「団体登録」「プロジェクト登録」を、画面を見ながら、実際のデー
タを使ってご一緒に入力を進めていくお時間をご用意しました。

ご都合がつく団体の皆さまは、ぜひこちらにご参加ください。

（できれば、資金分配団体・実行団体がご一緒で参加いただけること
が理想ですが、どちらか一方でも参加可能です）

【開催概要】

日時：2023年 2月15日（水）13:30-15:00

内容：実行団体向け …団体登録・プロジェクト登録の方法

資金分配団体向け … 団体情報・プロジェクト情報の確認方法

参加希望の皆さまは、講座後のアンケートでその旨ご回答ください。
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「GRANT」に関するお問い合わせ

認定NPO法人 サービスグラント

https://www.servicegrant.or.jp/

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-2-10 中里ビル4階

電話: 03-6419-4021

〒541-0047 大阪市中央区淡路町2-5-16 淡路町ビル8階

電話: 06-6484-5810

電子メール:

grant@servicegrant.or.jp
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https://grant.community/

https://grant.community/


お疲れ様でした!!


